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七
六
法
然
教
學
・
に
於
け
る
戒
の
意
義
千
賀
眞
順
圏
佛
教
が
如
法
な
る
實
生
活
を
要
請
す
る
以
上
、
戒
法
の
尊
重
さ
れ
盗
こ
と
は
、
浬
槃
經
・
遊
行
經
・
遺
教
經
に
遺
誡
と
し
て
佛
徒
た
る
も
の
は
戒
法
を
大
師
と
し
て
精
進
す
べ
し
と
あ
る
な
ど
餘
り
に
著
名
な
こ
と
で
あ
る
。
淨
土
宗
に
於
け
る
戒
法
を
考
察
す
る
に
宗
砠
の
人
格
・
思
想
の
根
本
に
疑
問
を
藏
し
て
ゐ
る
が
如
く
で
あ
る
。
帥
ち
淨
土
宗
の
立
教
に
捨
ユ
ユ
聖
歸
淨
の
敏
判
の
も
と
、
三
論
・
法
相
・
華
嚴
・
天
台
・
密
教
等
何
等
執
着
せ
ず
廢
捨
さ
れ
て
ゐ
る
。
に
も
か
」
は
ら
瀕
圓
戒
の
み
は
堅
く
護
持
さ
れ
て
勅
傳
所
載
の
三
朝
戒
師
は
論
議
さ
れ
る
と
し
て
も
貴
族
庶
民
上
下
を
擧
げ
て
受
戒
し
た
傳
戒
の
史
實
は
注
目
さ
れ
る
。
帥
ち
法
然
　
ヨ
イ
上
人
が
慈
覺
大
師
九
代
の
嫡
流
で
あ
る
こ
と
は
上
人
の
簿
承
の
確
實
で
あ
る
こ
と
、
並
に
そ
の
戒
徳
の
卓
越
せ
る
こ
と
、
且
つ
門
葉
の
戒
系
　
の
興
隆
し
た
史
實
か
ら
立
證
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
自
身
は
絡
生
、
獨
身
と
自
行
精
進
さ
れ
な
が
ら
、
「
末
法
に
は
簿
戒
も
な
く
、
破
戒
も
な
し
、
た
ゴ
名
字
の
比
丘
の
み
」
で
、
法
然
上
人
自
身
、
「
十
悪
五
逆
」
「
愚
痴
無
智
」
の
法
然
が
彌
陀
を
念
じ
念
佛
す
る
と
言
ふ
告
白
を
表
面
的
に
理
解
す
る
と
根
本
に
疑
問
を
藏
胎
し
て
課
題
を
供
す
る
。
こ
れ
に
關
連
し
て
淨
土
宗
學
の
上
に
も
同
樣
な
疑
問
が
臨
に
幾
多
　
　サ
論
議
さ
れ
て
傳
法
史
を
多
彩
に
記
録
し
、
而
も
論
じ
盡
さ
れ
な
い
の
か
、
現
在
ま
で
新
な
る
課
題
の
如
く
學
界
の
研
題
と
な
つ
て
ゐ
る
。
特
に
最
近
論
明
さ
れ
た
眞
摯
な
法
然
上
人
の
戒
律
觀
を
述
べ
て
、
過
渡
的
な
在
り
方
で
あ
つ
て
、
殘
滓
的
性
格
の
拂
拭
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
言
ふ
が
如
き
結
論
を
見
出
し
た
の
で
以
下
い
さ
N
か
卑
見
を
述
べ
て
見
た
い
。
二
、
法
然
上
人
は
あ
の
時
代
、
帥
ち
源
耶
爭
亂
、
瓧
會
各
暦
の
混
迷
亂
難
の
内
に
時
代
の
苦
惱
を
否
應
な
し
に
體
感
し
つ
Σ
、
「
父
の
遺
言
忘
れ
難
く
」
、し
か
も
怨
讐
の
超
え
ら
れ
な
い
自
己
の
微
妙
な
人
間
性
の
淺
間
し
さ
を
痛
切
に
内
感
さ
れ
て
ゐ
る
。
孤
獨
に
泣
き
仇
敵
の
怨
念
に
燃
え
る
求
道
者
が
苦
悶
を
包
ん
で
の
告
白
と
し
て
、
「
し
か
る
に
我
此
身
は
戒
行
に
於
て
一
戒
を
も
た
も
た
ず
。
禪
定
に
於
て
一
も
こ
れ
を
得
ず
。
人
師
釋
し
て
尸
羅
清
淨
な
ら
ざ
れ
ば
三
昧
、
現
前
せ
ず
と
云
へ
り
。」
(勅
傳
第
六
、
聖
光
房
に
示
さ
れ
け
る
御
詞
)
と
傅
へ
ら
れ
、
叉
「
我
等
が
往
生
は
ゆ
め
く
我
身
の
善
悪
に
依
り
候
ま
じ
、
偏
に
佛
の
御
力
計
に
て
候
べ
き
也
」
。
(和
語
燈
第
四
)
と
あ
つ
て
戒
法
の
形
式
が
中
心
課
題
と
な
る
限
り
そ
れ
は
飽
く
ま
で
道
徳
で
あ
つ
て
眞
實
の
宗
教
信
仰
と
は
な
り
得
な
い
。
法
然
上
人
の
如
き
求
信
者
は
戒
法
の
内
面
に
徹
し
て
形
の
如
く
護
持
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
教
に
入
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
戒
法
の
護
持
し
難
き
を
自
覺
し
卒
等
の
慈
悲
に
徹
し
て
眞
の
信
仰
に
入
ら
れ
た
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
然
る
に
我
此
の
身
は
戒
行
に
於
て
一
戒
を
も
持
た
ず
、
禪
定
に
於
て
一
も
得
ず
、
智
慧
に
を
い
て
斷
惑
證
果
の
正
智
を
え
ず
…
…
か
な
し
き
か
な
や
く
。
い
か
黛
せ
ん
く
。
こ
玉
に
わ
が
ご
と
き
は
、
す
で
に
戒
定
慧
の
三
學
の
う
つ
は
も
の
に
あ
ら
ず
。
こ
の
三
學
の
外
に
わ
が
心
に
相
應
す
る
法
門
あ
り
や
、
わ
が
身
に
た
へ
た
る
修
行
や
あ
.
る
。
」
「
十
惡
の
法
然
房
」
、
「
愚
痴
の
法
然
房
」
と
の
無
慚
無
愧
と
の
悲
歎
は
此
の
道
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
戒
法
は
ど
こ
ま
で
も
自
力
の
立
場
に
立
た
う
と
し
て
ゐ
る
。
人
間
が
自
己
の
力
に
よ
つ
て
歩
み
得
る
と
信
ず
る
限
り
眞
の
宗
歡
信
仰
は
あ
り
得
な
い
。
故
に
戒
法
精
進
の
直
線
的
延
長
と
し
て
成
立
す
る
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
戒
法
の
否
定
、
絶
望
の
底
か
ら
信
仰
は
生
ま
れ
て
來
る
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
注
然
教
学
に
於
け
る
戒
の
意
義
七
七
七
八
い
。
故
に
「若
し
持
戒
持
律
を
以
て
本
願
と
し
た
ま
は
ば
破
戒
無
戒
の
人
は
定
め
て
往
生
の
望
を
絶
た
ん
。
然
る
に
持
戒
の
者
は
少
く
破
戒
の
者
は
甚
だ
多
し
、」
(選
擇
集
第
itl章
)
と
も
言
ひ
、
「
本
願
の
念
佛
に
は
ひ
と
り
立
ち
を
せ
さ
せ
て
、
す
け
を
さ
Σ
ぬ
な
り
。
す
け
と
い
ふ
は
智
惠
を
も
す
け
に
さ
し
、
持
戒
を
も
す
け
に
さ
し
」、
云
々
(勅
傳
二
+
一
)
と
云
ひ
、
「
往
生
は
罪
惡
め
有
無
に
よ
ち
ず
、
念
佛
の
信
否
に
⑧
よ
る
べ
し
、」
(諸
弟
子
と
の
問
答
)
と
戒
は
貧
重
精
進
す
べ
き
佛
教
の
立
前
な
る
こ
と
を
反
省
す
る
と
き
愈
々
破
戒
、
無
戒
の
名
字
の
比
丘
を
　
自
覺
さ
れ
≧
「
わ
れ
ら
戒
品
の
ふ
ね
い
か
だ
も
や
ぶ
れ
た
れ
ば
、
生
死
の
大
海
を
わ
た
る
べ
き
縁
も
候
は
ず
、」
と
菩
薩
の
戒
行
發
得
し
難
く
、
四
弘
六
度
の
願
行
成
就
し
難
き
「
無
慚
無
愧
の
甚
し
き
」
と
稱
さ
れ
て
ゐ
る
。
戒
法
の
尊
重
精
進
す
べ
き
立
前
よ
り
の
法
然
教
學
に
於
け
る
戒
の
意
義
を
貞
極
上
人
は
い
み
じ
く
も
よ
く
解
し
て
ゐ
る
。
帥
ち
切副
道
淨
土
共
二
罪
惡
ラ
恐
ル
レ
ド
モ
、
其
安
心
各
別
ナ
リ
。
惡
ラ
止
メ
ザ
ル
人
、
生
死
ラ
出
ベ
カ
ラ
ズ
ト
云
ブ
ハ
聖
道
ノ
意
也
。
惡
止
マ
ラ
ズ
ト
モ
、
念
佛
セ
バ
往
生
ス
ベ
シ
ト
云
ハ
淨
土
ノ
意
也
。
と
流
石
に
還
法
然
の
篤
學
者
で
、
よ
く
戒
を
廢
捨
す
る
意
義
を
領
受
顕
開
さ
れ
て
ゐ
る
と
言
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
三
、
法
然
上
人
は
戒
定
慧
の
三
學
で
あ
る
佛
教
を
、
「
小
乘
の
戒
定
慧
、
大
乘
の
戒
定
慧
、
顯
教
の
戒
定
慧
、
密
歡
の
戒
定
慧
」
に
攝
し
、
し
か
も
こ
の
戒
定
慧
の
三
學
の
器
に
攝
せ
ら
れ
な
い
、
「
戒
行
に
於
て
一
戒
を
も
た
も
た
ず
、
禪
定
に
於
て
一
も
こ
れ
を
得
ず
、
智
慧
に
を
い
て
斷
惑
證
果
の
正
智
を
得
ざ
る
」
の
人
々
に
ま
で
及
ぶ
教
法
と
し
て
、
導
師
の
散
善
義
の
「
一
心
專
念
彌
陀
名
號
行
住
坐
臥
不
問
時
節
久
近
念
々
不
捨
者
是
名
正
定
之
業
順
彼
佛
願
故
」
の
稱
名
正
定
業
を
決
定
し
、
所
謂
三
學
無
分
の
解
脱
道
の
開
か
れ
あ
る
の
を
發
見
し
「
天
に
仰
ぎ
地
に
俯
し
て
喜
ぶ
べ
し
こ
の
た
び
彌
陀
の
本
願
に
遇
ふ
こ
と
を
」
と
感
喜
し
、
讀
誦
、
觀
察
、
禮
拜
、
讃
歎
供
養
の
四
種
を
助
業
と
し
更
に
正
助
二
行
を
除
い
て
、
己
外
の
自
餘
の
諸
善
を
悉
く
雜
行
と
す
る
。
帥
ち
「
布
施
持
戒
等
の
無
量
の
行
を
こ
の
雜
行
の
言
に
攝
盡
す
べ
し
」
と
し
、
同
類
・
異
類
の
助
業
と
し
て
念
佛
を
助
發
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
念
佛
往
生
要
義
鈔
に
、
「
ま
さ
し
く
定
め
た
る
往
生
之
業
は
、
た
§
念
佛
ば
か
り
を
い
ふ
也
、
こ
の
正
と
助
と
の
外
に
諸
行
を
ば
布
施
を
せ
ん
も
、
戒
を
持
た
ん
も
(中
略
)
悉
く
皆
雜
行
と
名
付
く
゜
た
§
極
樂
に
往
生
せ
ん
と
お
も
は
ゴ
一
向
に
稱
名
の
正
定
業
を
修
す
べ
き
な
り
。
こ
れ
印
ち
彌
陀
の
本
願
の
行
な
る
故
に
」
と
云
ひ
、
「
た
と
え
一
代
の
法
を
よ
く
ノ
丶
學
す
と
も
一
文
不
知
の
愚
鈍
の
身
に
な
し
て
」
(
一
枚
起
講
丈
)
と
あ
る
如
く
、「
順
彼
佛
願
故
」
の
正
雜
批
判
よ
り
稱
名
正
定
業
で
あ
り
、
讀
・
觀
・
禮
・
讃
供
・
を
助
業
・
爾
餘
の
定
散
諸
行
を
悉
く
雜
行
と
し
同
類
・
異
類
の
助
業
と
規
定
し
、
念
佛
を
⑫
求
信
す
る
過
程
に
は
貧
重
精
進
す
べ
き
立
前
よ
り
選
捨
す
る
の
で
あ
る
。
選
擇
集
に
法
然
上
人
當
時
盛
ん
に
行
は
れ
た
修
道
と
し
て
理
觀
・
持
戒
.
菩
提
心
.
讀
誦
が
「
此
四
箇
行
當
世
之
人
殊
所
レ欲
之
行
也
」
と
あ
り
、
此
等
の
諸
行
は
念
佛
を
抑
ふ
と
あ
る
程
、
奪
重
さ
れ
、
法
然
上
人
も
當
時
の
佛
徒
も
勤
め
た
も
の
の
や
う
で
あ
り
、
修
す
れ
ば
愈
々
眞
摯
な
求
信
者
に
選
捨
さ
れ
「
念
佛
往
生
當
レ機
得
レ時
」
な
る
が
故
に
戒
等
の
善
業
の
延
長
で
な
く
こ
れ
を
捨
て
玉
念
佛
に
歸
す
べ
き
で
あ
る
と
教
誠
さ
れ
て
ゐ
る
。
寔
に
戒
定
慧
の
形
式
よ
り
そ
の
内
面
性
を
追
求
し
淨
土
的
理
念
と
云
ふ
べ
き
甼
等
の
慈
悲
の
原
理
に
立
つ
て
念
佛
こ
そ
大
戒
た
り
と
の
淨
土
戒
を
證
驗
し
所
謂
戒
法
の
形
式
を
選
捨
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
貞
極
師
は
「
但
し
念
佛
ラ
信
ス
ル
者
ハ
戒
持
ッ
ベ
カ
ラ
ズ
。
罪
惡
恐
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
云
昌
ハ
非
ズ
。
罪
惡
ハ
本
性
ノ
致
ス
處
也
。
念
佛
昌
ヨ
ツ
テ
許
ス
昌
ア
ラ
ズ
。
發
セ
ヨ
ト
云
昌
ハ
非
ズ
。
源
室
聖
道
ラ
捨
テ
淨
土
昌
歸
ス
ル
根
源
、
惡
止
メ
難
キ
故
ナ
リ
ト
ノ
給
ヘ
リ
。
上
入
何
ゾ
戒
テ
持
テ
ト
勸
メ
給
ハ
ン
。
」
(圓
戒
二
掌
記
)
と
論
じ
て
ゐ
る
が
よ
く
法
然
上
人
の
眞
意
を
察
し
て
當
を
得
た
も
の
と
言
ふ
べ
き
で
あ
る
Q
四
、
宗
義
の
立
前
は
勿
論
、
「
布
施
持
戒
乃
至
孝
養
父
母
等
の
諸
行
を
選
捨
し
て
專
穩
佛
號
を
選
取
す
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
念
佛
の
中
に
戒
あ
り
と
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。
遲
擇
集
に
そ
の
理
由
を
示
し
て
「
名
號
は
是
れ
萬
徳
の
歸
す
る
所
な
り
」
と
し
て
「
彌
陀
一
佛
の
所
有
る
四
智
法
然
教
学
に
於
け
る
戒
の
意
義
七
九
入
O
・
三
身
・
十
力
・
四
無
畏
の
一
切
の
内
證
の
功
徳
、
相
好
・
光
明
・
読
法
・
利
生
等
の
一
切
の
外
用
の
功
徳
皆
悉
く
阿
彌
陀
佛
の
名
號
の
申
に
攝
在
せ
り
」
(同
書
第
三
章
)
と
念
佛
を
以
つ
て
諸
善
萬
行
に
勝
れ
た
る
平
等
に
一
切
の
攝
せ
ら
れ
る
特
質
を
論
明
さ
れ
、
更
に
選
擇
集
第
十
一
章
に
「
念
佛
す
る
者
は
捨
命
己
後
決
定
し
て
極
樂
世
界
に
往
生
す
、
凡
そ
五
種
の
嘉
譽
を
流
へ
二
奪
の
影
護
を
蒙
る
。
此
れ
は
是
れ
現
釜
な
り
。
亦
淨
土
に
往
生
し
乃
至
成
佛
す
声
此
れ
は
是
れ
當
釜
な
り
。
當
に
知
る
べ
し
、
念
佛
は
此
の
如
き
等
の
現
當
二
世
始
絡
の
兩
釜
あ
り
。」
と
あ
り
、
第
十
五
章
に
は
「
一
心
專
ら
阿
彌
陀
佛
を
念
じ
て
往
生
を
願
ず
れ
ば
此
の
人
常
に
六
方
恒
沙
等
の
佛
、
共
に
察
て
護
念
し
た
ま
ふ
こ
と
を
得
る
が
故
に
」
、
「
亦
諸
惡
鬼
神
を
し
て
便
り
を
得
せ
し
め
ず
、
亦
横
病
横
死
横
に
厄
難
あ
る
こ
と
な
く
、
一
切
災
障
自
然
に
滔
散
す
、」
と
し
て
十
往
生
經
・
觀
經
・
般
舟
三
昧
經
を
引
例
し
て
念
佛
者
が
彌
陀
の
護
念
を
蒙
り
罪
障
を
除
き
二
菩
薩
に
加
護
さ
れ
て
そ
の
勝
友
と
成
る
と
ま
で
現
當
二
世
の
利
釜
が
読
か
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
こ
と
は
法
然
上
人
の
法
語
に
往
々
見
ら
れ
る
も
の
で
、
「
さ
れ
ば
有
智
無
智
・
善
人
惡
人
・
持
戒
破
戒
・
貴
賤
・
男
女
を
へ
だ
て
ず
、
若
は
佛
の
在
世
の
衆
生
、
若
は
佛
の
滅
後
の
衆
生
、
若
は
末
法
萬
年
の
後
、
三
寶
み
な
う
せ
た
る
時
の
衆
生
ま
で
も
、
た
ゴ
念
佛
ば
か
り
こ
そ
、
現
當
の
所
疇
と
は
な
り
候
は
め
、」
(鎌
倉
二
位
禪
尼
へ
進
ず
る
御
返
事
)
と
ま
で
言
ふ
て
、
念
佛
が
現
世
の
安
穩
に
通
ず
る
道
で
あ
る
こ
と
を
肯
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
叉
念
佛
は
多
善
根
で
あ
る
。
選
擇
集
第
十
五
章
に
、阿
彌
陀
經
の
「
不
レ
可
下
以
二
少
善
根
幅
徳
因
縁
一得
渉
生
菖彼
國
一」
の
文
を
引
い
て
「
念
佛
は
是
れ
多
善
根
な
り
」
と
か
の
龍
舒
の
淨
土
文
に
出
る
襄
陽
石
刻
の
阿
彌
陀
經
の
コ
酉
下
蓴
持
二
名
號
'以
γ稱
ン
名
故
諸
罪
滄
滅
帥
是
多
善
根
輻
徳
因
縁
亠
」
と
あ
る
。
更
に
往
生
大
要
抄
に
「問
ふ
て
い
は
く
、攝
取
の
釜
を
か
う
ぶ
る
事
は
甼
生
か
臨
絡
か
い
か
ん
。
答
へ
て
い
は
く
、卒
生
の
時
な
り
。
そ
の
ゆ
へ
は
往
生
の
心
ま
こ
と
に
て
、
わ
が
身
を
う
た
が
ふ
事
な
く
て
來
迎
を
ま
つ
人
は
、
こ
れ
三
心
具
足
の
念
佛
申
す
人
な
り
。
こ
の
三
心
具
足
し
ぬ
れ
ば
、
必
ず
極
樂
に
う
ま
る
と
い
ふ
事
は
觀
經
の
読
な
り
。
か
エ
る
心
ざ
し
あ
る
人
を
、
阿
彌
陀
佛
は
八
萬
四
千
の
光
明
を
は
な
ち
て
て
ら
し
給
ふ
な
り
。
平
生
の
時
て
ら
し
は
じ
め
て
、
最
後
ま
で
す
て
給
は
ぬ
な
り
。
か
Σ
る
が
故
に
不
捨
の
誓
約
と
申
候
也
」
と
あ
つ
て
攝
取
の
光
明
は
念
佛
を
申
し
初
め
た
夲
生
よ
り
臨
終
に
至
る
の
で
、
善
導
大
師
は
觀
念
法
門
に
五
種
檜
上
縁
帥
ち
滅
罪
・
見
佛
・
護
念
の
三
現
釜
と
攝
生
・
證
生
の
二
當
釜
を
擧
示
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
宗
詛
も
こ
の
現
當
兩
釜
を
簿
承
さ
れ
て
ゐ
る
。
「
衆
生
佛
を
見
た
て
ま
つ
ら
ん
と
願
は
ば
、
佛
帥
ち
念
に
應
じ
て
現
に
目
前
に
在
す
」
(定
善
義
淨
全
二
卷
)
で
念
佛
こ
そ
現
當
を
貫
く
安
穩
の
道
で
あ
る
。
五
、
法
然
上
人
が
黒
谷
叡
室
よ
り
幗
頓
血
脉
を
相
傳
し
、
コ
心
金
剛
戒
師
」
と
し
て
瓧
會
各
暦
の
道
俗
に
授
戒
し
た
こ
と
は
幾
多
の
史
實
に
⑬
依
つ
て
立
證
さ
れ
る
、
實
に
「
簿
戒
の
師
と
せ
ず
と
い
ふ
事
な
し
」
で
あ
る
。
眞
僞
は
あ
る
と
し
て
も
授
戒
の
史
實
と
し
て
高
倉
天
皇
-
承
安
五
年
春
御
受
戒
(勅
傳
第
+
)
後
白
河
法
皇
-
建
久
三
年
、
嘉
應
二
年
御
受
戒
(勅
傳
第
+
・
玉
葉
第
三
)
後
鳥
羽
上
皇
-
御
受
戒
(勅
傳
第
+
)
上
西
門
院
統
子
内
親
王
ー
受
戒
(勅
傳
第
七
・
第
+
)
宜
秋
門
院
任
子
ー
建
久
二
年
受
戒
(勅
傳
第
+
一
玉
葉
第
itl>
修
明
門
院
重
子
i
受
戒
(勅
傳
第
+
)
等
を
初
め
公
豐
貝
族
僭
尼
信
曜
警
人
塞
示
出
來
る
程
で
あ
る
。
し
か
も
罕
三
歳
と
傳
へ
る
開
宗
ρ
そ
の
後
二
+
年
近
く
叢
の
懇
請
を
容
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
好
機
を
結
縁
と
し
て
念
佛
を
勸
化
さ
れ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
單
に
そ
れ
の
み
で
な
く
實
に
三
昧
發
む
得
の
聖
境
を
體
驗
し
つ
丶
徇
ほ
戒
を
簿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
史
實
は
注
意
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
試
み
に
罫
葉
に
よ
つ
て
見
る
と
、
法
然
上
人
が
關
白
鍍
實
の
特
請
を
受
け
交
渉
の
初
ま
つ
た
の
は
文
治
五
年
八
月
以
後
で
あ
る
。
帥
ち
法
然
上
人
五
十
七
歳
の
と
き
、
「
八
月
一
日
戊
子
晴
-
余
依
昌所
勞
剛不
レ
出
嵩客
亭
一-
今
日
請
昌法
然
房
之
聖
人
凶談
晶法
文
語
及
往
生
業
こ
(
玉
葉
三
)
注
然
教
学
に
於
け
る
戒
の
意
義
八
一
八
二
「
八
日
乙
未
雨
下
、
辰
刻
、
法
然
聖
人
來
授
戒
、
其
後
始
二念
佛
」
(謹
葉
itl)
翌
、
建
久
元
年
(
五
十
八
歳
)
七
月
「
廿
一
日
、
甲
戌
今
日
向
昌九
條
一自
二明
日
一可
レ始
昌恒
例
念
佛
一故
也
」
「
廿
三
日
、
乙
亥
午
刻
、
先
請
二
法
然
房
源
室
上
人
一受
戒
家
始
二
恒
例
念
佛
一」
(
玉
葉
三
)
翌
建
久
二
年
(
五
十
九
歳
)
七
月
「
廿
八
日
甲
戌
天
晴
、
早
旦
向
鼻
九
條
堂
・爲
二受
戒
一也
。
請
二
源
室
上
人
一受
レ之
」
(玉
葉
三
)
四
年
八
月
、
九
月
の
條
に
「
廿
一
日
(八
月
)
丁
酉
懺
法
三
時
了
之
後
、
請
二
法
然
房
源
室
上
人
一受
戒
了
」
(玉
葉
三
)
「
廿
九
日
(
九
月
)
乙
刻
今
日
、
於
二梅
宮
一i
此
日
請
二法
然
房
上
人
源
室
一中
宮
有
二
御
受
戒
事
一先
例
如
レ此
上
人
、
強
不
參
二貴
所
N之
由
、
有
二
傾
輩
・一云
々
又
有
二効
驗
幅」
(玉
葉
三
)
「
.今
日
(建
久
八
年
三
月
)
今
日
請
二法
然
房
剛受
戒
(玉
葉
三
)
六
日
(
十
月
)
今
日
叉
有
二受
戒
事
一法
然
房
」
(同
上
)
「
三
十
日
(
正
治
二
年
九
月
)
女
房
(北
政
所
)
殊
大
事
發
、
仍
請
二
法
然
房
}令
二授
戒
一有
其
驗
一尤
可
レ
貴
蓉
々
又
渡
二邪
氣
一之
後
聊
落
居
云
々
」
(同
上
)
「
八
月
八
日
(同
三
年
)
早
旦
洗
髪
午
刻
請
轟源
室
上
人
一受
戒
帥
始
二
念
佛
一」
(同
上
)
右
の
記
録
に
よ
つ
て
注
意
さ
れ
る
の
は
正
治
二
年
と
あ
れ
ば
法
然
上
人
六
十
八
歳
の
受
戒
特
請
で
あ
り
、
「
受
戒
し
念
佛
を
始
む
」
と
あ
る
か
ら
念
佛
の
た
め
の
受
戒
で
あ
つ
た
の
は
椎
尾
博
士
の
指
摘
強
調
さ
れ
る
如
く
で
あ
る
。
〈
授
戒
講
話
)
同
時
に
叉
「
授
戒
効
驗
あ
り
」
と
屡
々
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
論
戒
勸
誠
さ
れ
て
授
戒
の
作
法
も
さ
れ
た
こ
と
が
首
肯
さ
れ
る
。
勿
論
授
戒
の
要
請
が
多
く
病
氣
干
癒
、
除
災
招
輻
の
現
世
利
釜
の
た
め
で
あ
つ
た
に
せ
よ
、
「
現
當
の
所
薦
と
は
な
り
候
は
め
」
、
「
現
世
の
い
の
り
」
と
肯
定
さ
れ
た
に
せ
よ
、
戒
を
要
求
さ
れ
た
片
鱗
が
十
分
首
肯
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
⑱
行
室
、
幸
西
等
の
一
念
義
を
唱
導
す
る
も
の
が
、
「
數
遍
を
勵
む
は
他
力
を
疑
ふ
な
り
、
罪
を
造
ら
じ
と
身
を
つ
Σ
し
む
は
阿
彌
陀
佛
の
　　
願
を
輕
し
む
な
り
、」
と
念
佛
者
の
造
惡
を
否
定
し
、
又
「
當
世
赴
二念
佛
門
一行
人
等
中
、
多
以
有
二無
智
誑
惑
之
輩
一
至
不
レ畏
二永
劫
三
途
之
業
↓歡
三
不
人
踊云
。
憑
ご彌
陀
本
願
一者
、
勿
レ憚
二
五
逆
唱任
レ
心
作
レ
之
、
不
レ
可
レ着
二袈
裟
一着
昌直
垂
一、不
レ
斷
昌婬
肉
己
恣
可
レ食
二鹿
鳥
こ
云
々
と
破
戒
不
善
者
に
劉
し
て
徹
底
的
に
持
戒
作
善
を
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
。
(念
佛
行
者
訓
條
)
叉
七
ク
條
起
請
文
第
四
條
に
持
戒
を
読
い
て
,
「
念
佛
門
に
を
き
て
は
戒
行
な
し
と
號
し
て
、
も
は
ら
婬
酒
食
肉
を
す
N
め
、
た
ま
く
律
義
を
守
る
を
ば
雜
行
人
と
な
づ
け
て
、
彌
陀
の
本
願
を
憑
む
者
は
造
惡
を
畏
る
る
こ
と
勿
れ
と
云
ふ
こ
と
を
停
止
す
べ
き
事
」
(動
傳
第
三
+
一
卷
)
と
云
ひ
、
一
紙
小
淌
息
に
も
「
少
罪
を
も
犯
さ
じ
と
思
ふ
べ
し
。」
と
念
佛
者
の
訓
條
と
し
て
通
俗
に
戒
を
要
求
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
事
は
法
然
上
人
が
既
成
歡
團
に
對
す
る
壓
追
を
寛
和
す
る
た
め
に
止
む
を
得
ず
歡
誡
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
六
、
⑱
先
學
は
法
然
上
人
の
戒
の
意
義
を
明
か
し
て
、
①
佛
教
の
通
儀
の
故
、
②
念
佛
の
助
業
の
故
、
③
門
弟
の
行
動
を
誠
め
る
、
④
佛
法
弘
通
の
爲
め
等
・の
理
由
を
擧
げ
ら
れ
て
ゐ
る
が
根
本
的
な
解
決
と
.な
ら
ず
、
戒
を
廢
捨
し
た
念
佛
の
義
と
自
己
矛
盾
す
る
か
の
如
き
觀
も
あ
る
。
　
ロ
　
ロ
セ
か
の
金
剛
寶
戒
章
或
は
淨
土
布
薩
戒
の
や
う
な
僞
書
が
製
せ
ら
れ
た
の
も
こ
の
問
題
解
決
の
實
際
遐
動
と
言
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
飽
く
ま
で
念
佛
者
に
戒
法
を
要
求
す
る
意
義
は
ど
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
眞
實
念
佛
し
て
佛
に
直
結
し
た
體
驗
者
に
は
一
度
廢
捨
さ
れ
た
戒
法
は
深
く
自
己
自
身
を
規
定
す
る
も
の
と
な
る
。
戒
法
は
求
信
の
た
す
法
然
教
学
に
於
け
る
戒
の
意
義
八
三゚
八
四
け
と
し
て
は
役
立
つ
も
の
で
は
な
い
。
念
佛
信
仰
は
戒
法
の
手
段
で
は
な
く
止
惡
修
善
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
信
機
信
法
は
織
成
さ
れ
て
佛
の
前
に
耻
じ
な
い
や
う
な
生
活
に
入
ろ
う
と
す
る
。
私
欲
的
立
場
が
否
定
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
-禁
欲
的
な
方
向
が
現
は
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
若
し
念
佛
者
に
し
て
戒
法
的
な
も
の
が
現
は
れ
な
け
れ
ば
そ
れ
は
眞
の
信
者
で
は
な
い
。
戒
法
の
修
道
か
ら
教
に
入
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
念
佛
の
信
行
が
進
め
ば
愈
々
自
己
の
罪
の
意
識
は
深
ま
り
、
濁
惡
の
凡
夫
は
い
よ
く
反
省
せ
ら
れ
て
く
る
必
然
性
を
持
つ
の
で
あ
る
。
宗
組
門
下
の
一
部
が
念
佛
の
意
義
を
誤
ま
り
、
「
念
佛
門
に
お
き
て
は
戒
行
な
し
と
號
し
、
も
は
ら
婬
酒
食
肉
を
す
エ
め
、
た
ま
く
律
義
を
守
る
を
ば
雜
行
人
と
な
づ
け
て
彌
陀
の
本
願
を
た
よ
る
も
の
は
造
惡
を
お
そ
る
る
こ
と
な
か
れ
」
(
七
ケ
條
起
請
丈
)
と
主
張
す
る
者
が
あ
つ
た
と
言
は
れ
る
。
斯
の
如
き
は
勿
論
、
本
願
ぼ
こ
り
で
あ
つ
て
、
全
く
無
信
仰
者
の
立
場
で
あ
る
と
い
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
善
人
は
善
人
な
が
ら
念
佛
し
、
悪
人
は
惡
人
な
が
ら
念
佛
し
て
、
た
黛
む
ま
れ
つ
き
の
ま
玉
に
て
念
佛
す
る
人
を
念
佛
に
す
け
さ
乂
ぬ
と
は
云
也
。
さ
り
な
が
ら
惡
を
あ
ら
た
め
善
人
に
な
り
て
念
佛
せ
ん
人
は
佛
の
御
心
に
叶
ふ
べ
し
。
」
と
あ
り
、,
念
佛
者
は
無
限
に
自
己
を
淨
化
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
精
進
の
意
志
に
み
ち
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
念
佛
往
生
義
に
厂
佛
は
一
切
衆
生
を
あ
は
れ
み
て
善
き
を
も
悪
し
き
を
も
、
わ
た
し
給
へ
ど
も
善
入
を
見
て
は
喜
び
、
悪
人
を
見
て
は
悲
し
み
給
へ
る
な
り
。
良
き
地
に
良
き
種
を
蒔
か
ん
が
如
し
。
か
ま
へ
て
善
人
に
し
て
然
も
念
佛
を
修
す
べ
し
。
是
を
眞
實
に
佛
教
に
從
ふ
も
の
と
云
ふ
な
り
o
(拾
遺
和
語
燈
淨
全
九
)
と
、
戒
法
な
き
念
佛
生
活
は
敬
虔
な
感
情
を
も
つ
も
の
の
生
活
で
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
登
山
欺
に
「
十
重
を
持
つ
て
十
念
を
唱
へ
、
四
+
八
輕
を
守
つ
て
四
+
八
願
を
た
の
む
は
心
に
深
く
希
ふ
所
な
り
、」
(拾
遘
和
語
燈
)
と
あ
る
や
う
に
こ
れ
こ
そ
法
然
上
人
の
正
意
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
信
法
印
ち
彌
陀
準
等
の
慈
悲
に
直
結
せ
る
者
は
信
機
を
反
照
し
て
造
惡
を
愼
し
む
點
に
持
戒
の
必
要
を
認
む
べ
き
で
あ
る
。
現
に
淨
土
宗
が
道
俗
に
封
し
五
重
傳
法
と
共
に
授
戒
傳
法
を
宗
規
に
よ
つ
て
修
道
し
て
日
課
誓
約
の
念
佛
の
勸
化
を
な
す
と
共
に
良
心
的
念
願
と
し
て
戒
法
を
以
て
念
佛
を
助
發
す
る
意
義
が
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
念
佛
生
活
の
實
際
に
個
人
の
具
體
的
修
道
と
な
る
以
上
兎
角
懈
怠
を
招
き
易
く
、
當
然
念
佛
の
助
業
が
要
請
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
佛
教
で
あ
る
限
り
求
信
へ
の
過
程
と
し
て
持
戒
等
の
諸
善
萬
行
は
廢
捨
し
て
本
願
念
佛
に
歸
一
す
べ
き
で
あ
る
に
せ
よ
、
諸
善
を
無
覗
し
た
念
佛
が
如
何
な
る
價
値
の
莊
嚴
を
持
つ
で
あ
ろ
う
か
、
現
代
に
於
て
は
念
佛
と
本
願
の
修
道
を
主
と
し
て
、
豊
な
助
業
を
以
て
念
佛
を
愈
々
莊
嚴
せ
し
む
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
七
、
法
然
上
人
自
身
の
實
際
體
驗
に
於
て
自
身
持
戒
堅
固
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
こ
に
時
代
的
不
安
を
感
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
帥
ち
深
い
内
省
力
よ
り
自
己
の
心
情
の
あ
ま
り
に
も
あ
さ
ま
し
い
こ
と
を
痛
感
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
あ
の
時
代
恐
ら
く
淺
ま
し
い
心
を
も
つ
て
の
み
生
き
ら
れ
た
微
妙
な
人
間
性
を
體
驗
さ
れ
た
法
然
上
人
の
精
神
生
活
を
追
求
し
て
初
め
て
戒
法
と
念
佛
と
の
課
題
が
理
解
出
來
る
の
で
な
か
ろ
う
か
。
「
佛
は
惡
人
を
す
て
給
は
ね
ど
も
、
こ
の
み
て
惡
を
つ
く
る
こ
と
、
こ
れ
佛
の
弟
子
に
は
あ
ら
ず
。
一
切
の
佛
法
に
惡
を
制
せ
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
(中
略
)
悪
人
ま
で
を
も
す
て
給
は
ぬ
本
願
と
し
ら
ん
に
つ
け
て
は
、
い
よ
い
よ
ほ
と
け
の
知
見
を
ば
は
つ
べ
し
。
か
な
し
む
べ
し
。
父
母
の
慈
悲
あ
れ
ば
と
て
、
父
母
の
ま
へ
に
て
惡
を
行
ぜ
ん
に
、
そ
の
父
母
よ
ろ
こ
ぶ
べ
し
や
。
な
げ
き
な
が
ら
す
て
ず
。
あ
は
れ
み
な
が
ら
に
く
む
な
り
。
ほ
と
け
も
叉
も
て
か
く
の
如
し
。
」
(+
二
箇
條
問
答
)、
と
あ
り
、
叉
百
四
+
五
箇
條
問
答
に
も
例
令
凡
夫
の
な
ら
ひ
、
破
戒
は
免
れ
得
な
い
に
し
て
も
、
一
得
永
不
失
の
戒
體
を
發
得
し
、
こ
れ
を
保
た
ん
と
す
る
心
情
を
奪
ぶ
あ
る
や
う
に
、
法
然
上
人
は
戒
に
法
然
教
学
に
於
け
る
裁
の
意
義
入
五
八
六
封
し
或
は
否
定
的
で
あ
り
肯
定
的
で
あ
る
意
味
、
特
に
勸
奬
す
る
度
合
の
張
い
こ
と
こ
そ
念
佛
者
の
眞
實
の
在
方
と
言
ふ
べ
ぎ
で
あ
る
。
ω
勅
傳
第
五
に
中
川
實
範
「
後
に
は
二
字
を
た
て
ま
つ
り
鑑
眞
和
爪何
の
戒
を
受
く
」
と
あ
る
も
、
台
記
(
頼
長
選
)
に
ょ
る
に
、
實
範
は
近
衞
帝
の
天
養
元
年
、
法
然
上
入
十
二
歳
の
時
入
寂
し
て
ゐ
る
ρ
法
然
上
入
は
何
入
よ
り
四
労
律
戒
を
受
法
さ
れ
た
か
は
未
詳
で
あ
る
。
「
偏
依
善
導
」
の
法
然
上
入
は
善
導
に
同
じ
く
四
分
律
を
傳
承
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
そ
の
行
履
に
よ
つ
て
よ
く
首
肯
さ
れ
る
。
勅
傳
第
三
に
「
上
入
+
五
歳
、
久
安
三
年
+
一
月
八
日
戒
坦
院
に
於
て
大
乘
戒
を
受
け
給
ふ
。
」
同
第
+
三
「
上
人
語
っ
て
玉
は
く
、
慈
眼
房
は
受
戒
の
師
範
な
る
う
へ
、
」
添
々
明
禪
の
邇
壞
鈔
に
「
叡
空
上
入
正
授
二圓
戒
」爲
一寫
瓶
之
徒
一讓
二
與
慈
覺
大
師
九
條
袈
裟
こ
ー
(
了
慧
の
扶
選
擇
正
輪
通
義
)
②
淨
土
傳
戒
論
(
淨
全
十
五
)
以
下
永
徳
記
・
圓
頓
戒
血
脈
・
勅
修
傳
第
五
等
詑
録
が
多
い
o
⑧
王
葉
建
久
二
年
の
條
・
貞
趣
「
圓
戒
二
掌
記
」
(續
淨
九
)
・
勅
修
傳
第
五
等
㈲
淨
土
傳
戒
論
(
淨
全
+
五
)
・
三
鈷
寺
流
圓
戒
血
脈
・
二
算
院
流
血
脈
等
⑤
十
ニ
ケ
條
問
答
⑥
越
智
專
明
「
傳
法
沼
革
史
」
ω
椎
尾
辨
匡
民
「
授
戒
講
話
」
、
大
野
法
道
氏
「
法
然
上
入
と
圓
頓
戒
」
、
石
井
歡
道
氏
「
淨
土
傳
戒
論
」
、
桑
門
秀
我
氏
「
出
雲
宗
要
」
、
石
田
瑞
磨
氏
「
法
然
上
入
の
戒
律
觀
」
等
⑧
十
二
條
問
答
に
「
問
日
、
持
戒
の
行
者
の
念
佛
の
數
遍
の
す
く
な
く
候
は
ん
と
、
破
戒
の
行
入
の
念
佛
の
數
遍
の
お
ほ
く
候
は
ん
と
、
往
生
の
後
の
位
の
淺
深
、
い
つ
れ
か
す
エ
み
候
べ
き
や
。
答
。
居
て
ま
し
ま
す
疉
を
を
さ
へ
て
の
給
は
く
。
こ
の
疊
の
あ
る
に
よ
り
て
こ
そ
、
や
ぶ
れ
た
る
か
、
や
ぶ
れ
ざ
る
か
と
い
ふ
事
は
あ
れ
。
っ
や
く
な
か
ら
ん
た
エ
み
を
ば
、
な
に
と
か
論
ず
べ
き
。
末
法
の
中
に
は
、
持
戒
も
な
く
破
戒
も
な
し
o
た
穿
名
字
の
比
丘
ば
か
り
あ
η
と
」
云
々
邂
修
詭
法
に
は
更
に
詳
詭
さ
れ
て
ゐ
る
。
⑨
拾
遺
和
語
燈
録
中
卷
㈹
圓
戒
二
掌
記
(
續
淨
九
)
⑳
和
語
燈
録
(
淨
全
九
卷
)
鯆脚
り
選
裡
岬集
第
十
二
出早
⑬
勅
傳
の
詣
録
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
此
の
外
、
花
山
院
粂
雅
、
津
戸
三
郎
、
亭
重
衡
、
明
雲
座
主
、
慈
圓
僣
正
、
槻
覺
得
業
、
圓
長
僣
都
、
慶
雅
法
橋
、
重
宴
阿
闍
梨
、
勢
觀
房
源
智
、
法
蓮
房
信
空
、
正
信
房
湛
空
、
聖
光
房
辨
長
、
善
慧
房
證
空
等
に
受
戒
の
史
實
が
あ
る
。
㈲
椎
尾
博
士
「
授
戒
講
話
」
に
こ
の
點
を
張
調
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
主
眼
は
念
佛
に
あ
っ
た
と
肯
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
割
り
切
れ
な
い
戒
の
意
義
が
あ
る
と
思
ふ
o
舶砌
望
月
信
山予
氏
「
淨
土
教
の
研
究
」
(
玉
葉
に
現
は
れ
た
る
法
然
上
入
)
⑱
西
宗
要
第
四
(淨
全
十
卷
)
砌
遣
北
越
書
⑱
觀
徹
の
「
圓
戒
誘
蒙
」
を
初
め
、
大
玄
の
「
圓
戒
啓
蒙
」
、
顯
了
「
圓
頓
玄
談
」
に
何
れ
も
此
等
を
舉
げ
、
忍
澂
「
別
傳
纂
註
」
に
は
+
種
持
戒
機
類
詭
を
擧
げ
て
實
際
的
解
決
を
試
み
て
ゐ
る
。
⑲
金
剛
寳
戒
三
卷
、
「
天
台
黒
谷
沙
門
源
空
草
」
と
し
て
上
卷
金
剛
寳
戒
訓
授
章
、
中
卷
金
剛
寳
戒
釋
義
章
、
下
卷
金
剛
寳
戒
秘
決
章
に
し
て
幸
西
、
行
空
等
が
問
ひ
、
法
然
上
入
が
「
源
窒
決
」
と
あ
る
も
丈
の
内
容
よ
り
僞
作
で
あ
る
こ
と
は
明
で
あ
り
、
「
拾
逡
漢
語
燈
」
の
絡
末
に
「
有
二
金
剛
寳
戒
章
三
卷
一蓋
亦
僞
書
也
、
上
入
興
二
鎭
西
鷽書
口
」
と
云
ひ
、
義
山
は
「
翼
讃
」
に
「
金
剛
寳
戒
章
は
蓋
し
大
師
の
門
徒
中
に
異
見
を
生
ず
る
者
、
僞
て
書
を
著
は
し
」
云
々
と
あ
つ
て
僞
書
で
は
あ
る
が
、
中
卷
に
「
今
持
戒
者
息
皇
十
惡
鰰名
昌
十
戒
一、
是
云
二普
賢
十
願
一是
名
昌
十
唸
稱
名
一。
息
二
四
十
八
悪
一云
昌
四
十
八
輕
戒
一是
名
二
彌
陀
六
八
之
願
輔」
云
々
と
は
「
十
重
を
持
つ
て
十
念
を
唱
へ
」
蓉
々
と
酷
似
し
て
ゐ
る
が
念
戒
臼
致
を
張
調
し
て
ゐ
る
o
⑳
布
薩
戒
、
淨
土
布
薩
式
と
云
ひ
上
下
二
卷
、
「
大
日
本
國
華
洛
沙
門
源
空
述
」
の
奥
書
に
「
聖
覺
詑
之
」
と
あ
り
、
「
傳
願
論
」
「
直
牒
」
は
源
空
眞
作
と
す
る
。
上
卷
に
+
佛
相
承
を
明
し
下
卷
に
十
六
門
受
持
の
功
徳
を
詭
い
て
「
念
佛
の
行
者
、
往
生
を
願
ひ
念
佛
せ
ん
者
は
殺
生
の
罪
を
犯
す
べ
か
ら
ず
、
若
し
殺
生
を
禁
ぜ
ぱ
存
ぜ
ず
し
て
第
一
の
戒
を
持
ち
乃
至
第
十
謗
三
寳
戒
を
持
っ
。
散
に
布
薩
は
念
佛
戒
な
り
。
」
と
云
ひ
淨
土
宗
の
傳
法
は
布
薩
に
至
っ
て
究
竟
す
、
此
を
領
會
せ
ざ
れ
ば
兩
脉
の
秘
決
も
そ
の
源
底
を
蠡
す
能
は
ず
と
ま
で
論
ぜ
ら
れ
、
叉
反
面
布
薩
妄
傳
(
行
誠
)
を
待
つ
ま
で
も
な
く
古
來
よ
り
僞
作
不
γ
用
と
批
鋼
は
あ
る
が
、
念
佛
す
る
外
に
戒
は
な
い
と
い
ふ
布
薩
戒
の
立
場
は
あ
る
意
味
を
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
法
然
教
学
に
於
け
る
戒
の
意
義
八
七
